
 

〇人権・道徳参観日 
10月 18日（土）は人権道徳

参観日でした。毎年この時期に

行っています。各クラスが人権

学習または道徳学習の授業を公

開し、合わせて児童・保護者対

象の講話も行っています。 

9時 30分からの講話は、人権擁護

委員である岡本さんと吉村さんに来て

いただき、「子どもと人権」と題して

お話をしていただきました。人権まも

る君とあゆみちゃんの人形も登場し、

子どもたちにとって聞きやすい雰囲気

づくりをしてくれました。いじ

めなどの話もあり、それに関す

る質問では、児童みんなが正し

い回答に手をあげていたので、

いじめについて子どもたちは知

識としては正しい判断ができる

ところまでは成長していること

を感じ、嬉しく思ったことでし

た。ただ、最終的には正しい行
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動が必要です。自分の

まわりでいじめがあっ

たときに、傍観者では

なく、いじめを受けて

いる人によりそえる行

動がとれるようになっ

てもらいたいと思って

います。 

10時 30分からは公

開授業でした。タブレ

ット PC上で意見を共有できる仕組みを活用した授業もあれば、保護者が参加しやすい内

容を題材としたものなど、それぞれ担任の個性を感じる授業を展開していました。 

人権や道徳の意識は授業の

みで培われるものではありま

せん。学校や家庭、地域の中

での日々の経験を通して向上

していくものです。授業や講

話などで正しい知識を身に付

け、それが実際の言動となっ

て表れるように、日々大人の

声掛けが必要だと思います。

世の中に出ると、私たち自

身、常に試されていて、正し

い判断とは何かを考えます。

良い行動をしようとする際、恥ずかしいと感じてしまう時もあります。私たちも子どもた

ちといっしょに道徳心や人権

感覚をみがいていくのがいい

のかもしれませんね。 


